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家 政 学 と 住 居 学- そ の 統 合 と 乖 離一一

大 阪 市立 大 学生 活 科 学 部

上 林　 博 雄

こ の 草 稿は 表 題の シ ンポ ジ ウ ム（ で き るだ け パ ネ ル・ デ ィ ス カ ッシ ョ ン の形 式 を とり た い ）

の 問 題 提 起の た め の もの で あ る。　こ こ では 形 式 上， 家 政学 と 住 居学 の 問 題 とし てい るが ， 内 実

は 家 政 学 と 食物 学 の 問題 で あ0  , ま た 被 服学 ， 児 童学， あ るい は 家 庭 ま た は生 活 経営 学 の 問 題

で でもある。こ こにお 断りしたいのは， 私 がわ か 国 で Ｆ生 活 科学 」 の学 部 と 博士 課 程 の 研究 科 の

成立 をプ ロ モ ード した こと よ り, そ れに つい て の 我 田 引 水 的 議 論 をす る の では ない か と誤 解

さ れる こ とで あ る が， そ の よ う な 意図 は 全く な い こ とで あ る 。 す なわ ち 生 活 科学 は そ れな り に

本 会の 会 員 諸氏 よ り きび し い 客 観的 批 判 を うけ る 機 がや が てく る であ ろ う と 期 待し てい る から

で ある 。

I.　 この10 年 一 家 政学 を め ぐ る情 勢 変 化： 高度 経 済 成長 の 末 期（ 大 学 大 紛 争期 ）よ り 石油 シ

・ ’・ ク， 経 済 再編 と 低 成長 の な かで ， 公 害問 題や 失 業 問 題が 顕在 化し ， 一 般生 活者 の 生 活擁 護

’生 活 福 祉 の増 進 は 広 く社 会的 要請 とし て 認 識さ れ る よ うに な っ て きて い る。　こ の よ う な情 勢

の な か で， 家 政学 教 育 基準 が 昭 和26 年 末， 初 めて 改 訂 さ れた こ と， ま た 家 政 学 自体 の 研 究や そ

の 他二 ， 三 の 注目 す べ き問 題 が あ るが, 社 会的 に 望 ま しい 機能 を 果し て き た と 自 負す る こ とは

困 難 で あ ろ う。 一 方 ， 現 象的 に は 家 政学 の 分 科 より の 退 避， 分 科に よ って は 家 政 学 会へ の 研究

発 表 の出 し し ぶり, あ るい は ， 女 子 大 ・ 女子 短大 の 家 政 系 の経 営 困 難 等の 現 象が一 部に 見ら れ

るに 至っ てい る。 上 述 の よ うに ， 社 会的 に 家 政 学的 な 思 考 や行 動 が 社 会的 に 必 要 と され る 情勢

に おい て， なお 家 政 学 が 活 性化 し ない 問 題 を 反 省し な け れば な らない 。

n. 住 居 学 と 家 政学 ： 住 居学 は 米 国 のH.  E.の 学 部に おい ても 確 乎 と し た 市民 権 を も 。つて い た わ

けで は な い。 前述 の 家 政 学 教育 基 準に 応 じ て 少 数 の学 部 に 住居 学 科 は 設 置さ れ た が（4 学 ）,

現 在で は 住 居 学出 身 者 以 外 をも 加 えて 多 く の 家 政 系学 部， 教育 系 学 部に 専任 の 研 究者 が 活 躍 し

て い る。 認 識 の 如 何に 拘 らず ， 住居学 は故 今 和 次 郎， そ の 他二 ， 三 の 先 覚 者の 衣 鉢 を受 け 継い

で き た。 そ れ は 家 族 とそ の 構 成員， あ るい は 近 隣 の人 達 と の生 活 の 場 とい う意 味 にお い て 住 宅

と住 生 活， す な わ ち 家 庭生 活 現 象 との 互い の関 係 を 研 究 の対 象とし て き た ので あ る。　し た が っ

て 住居 学 は そ の基 盤 に 家 政 学に アプp    '―チ す べ き要 素 を も ち， 家 政 学 の一 分 科 とし て 全 体 との

統合 を 求 めて き た の であ る。　し か るに 近 時， 家 政学 その も の 研 究は ， そ の 本 質 とす る も のか ら

す れば ， 家 政 学と 分 科 であ る 食物 学・ 被 服 学 との 関 係 を 甚 だ希 薄 なも の とし， 求 心志 向 を もつ

住 居学 や 児童 学 の研 究 者 さ えつ い て 行け ない 論 理に 成長 して き た よ うに 見受 け ら れる。

Ⅲ。 家 政 学に 対 す る 問 題 提 起:1 ）家 政学 の 対 象は 「 家 政 」で あ る と す る表 現 は， 家 政に 定 義づ

け を して も， 現 在の 家 政 学 分科 の 全 フ ィ ール ド を カバ ー し がた い 。 す な わ ち， 家 政学 を家 庭 科

教 育 学， あ るい は 女 子対 象学の 枠 に 封 じ る恐 れがあ る。

2) 家 政 学 の学 的 体 系 を， 理 論 科学 一実 践科 学 一理 解 科 学 とい う 系で とら え る とい う のは 一 般

の 科学 者｡に は 理解 し 難い 。 す な わ ち「 実践 科 学 」とい う 概念 も あい まい で あ り, 「 理 解 科 学」

とい う 概 念は 通 用 し ない で あろ う。 ま た 一 般に は 科 学概 念 と対 立す る 宗 教 を家 政学 に 含 ませ る

とは 如 何 な る 意味 で あろ う か。

3） 家 政学 原 論は 現 状 で は， 家 庭管 理 学， あ るい は 家 庭（ 生 活 ）経 営 学 の 原論 に なり えて も，

家 政学 全 体の 原論 に は なり えない ， す な わ ち 司 令部 的 役割 は も ち えな い の で は ない か。

4） 家 政学 論 の 概念 論 と して で は なく,    HEIB. HEIJ の 問 題 と如 何 に 取組 む べ き か。
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